
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
 
 １ 会議名 第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

 

 ２ 開催日時 令和７年８月８日（金）  

午前９時３０分から午前１１時まで 

 ３ 開催場所 河内長野市役所 ７階会議室 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

  
・令和６年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 
・令和７年度のかわちながの森林プラン実行プランについて 
・第２期かわちながの森林プランの見直しについて 
・第３期かわちながの森林プランについて 
・意見交換 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 

 
公開 

 ６ 傍聴人数 
 

０人 

 ７ 問い合わせ先  （担当課名）都市環境安全局地域資源循環部 

       自然資本活用課（内線５５３） 

 

 ８ その他 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 



令和７年度第１回かわちながの森林プラン推進協議会 会議録 

 

【会議名称】  第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

【開催日時】  令和７年８月８日（金）午前９時３０分から午前１１時まで 

【開催場所】  河内長野市役所 ７階会議室 

【出 席 者】  委員７名 

        事務局 

 

【会議内容】   

１．開会 

委員７名が出席し、設置条例第６条第２項「委員の半数以上が出席」に基づき、会議

を開会した。 

事務局より開会挨拶。 

部門横断的な政策推進を図るために、４つの局が設置したところである。また、本協議会

を所管する農林課についても自然の価値を再発見、再創出することで、持続可能で魅力あ

る都市の形成を目指す観点から、自然資本活用課に課名を改めたところである。このよう

な中で、地域の約７割が森林を占める本市において、従来の森林経営管理制度や森林ＥＳ

Ｄの取り組みに加えまして、新たな価値創出に向けた取り組みを、一層積極的に推進して

いきたいと考えている。委員の皆様におかれましては、それぞれの専門的な知見、ご経験

から忌憚のないご意見、ご提案を賜りますようお願い申し上げる。 

 

２．議事  

（案件１ 令和６年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告） 

 事務局より資料に沿って、森林経営管理制度の進捗や森林ＥＳＤ授業の実績など実行

プランの実績報告を説明した。委員からの意見はなかった。 

（案件２ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランについて） 

 事務局より資料に沿って、森林経営管理制度の進め方や森林ＥＳＤ授業などの実行プ

ランの年間スケジュールを説明した。委員からの意見はなかった。 

（案件３ 第２期かわちながの森林プランの見直しについて） 

 事務局より資料に沿って、第２期かわちながの森林プランの見直し案の説明をした。

見直しの主な内容は課名の変更や文言の修正である。委員からの意見はなかった。 

（案件４ 第３期かわちながの森林プランについて） 

 事務局より資料に沿って、第３期かわちながの森林プラン案を説明した。第２期かわ

ちながの森林プランは令和８年度に終了するため、令和９年度に第３期プランを策定す

るにあたっての現在の概要を伝える。第３期は第２期の理念を継承しつつ、森林経営管

理制度やＪクレジット制度などの新たな取組みを含めたものを想定し、会議以降も各委

員と意見を重ねて基礎となる計画案を構築していく。委員からの意見は次のとおり。 

Ａ委員：伐らない林業というのは、伐採して市場で売って儲けるだけでなく、木材の価格

が低迷している中で例えばＪクレジットや森林に観光客を誘致して収益を上げるなど自

然資本の活用は進めていくべきある。また鹿の被害対策にも注視すべきである。 

Ｂ委員：行政も手に負えない放置森林が増えており、利活用としてマウンテンバイクも有

効である。また緑地の手入れもさらに進めていくべきである。 



事務局：緑地や河川も含めて行政だけでなく、公民連携での取組みを進めている。 

事務局：管理放棄された森林整備はアドプトフォレストも有効であり、森林と企業のマッ

チングは積極的に進めたい。今年度は百貨店と岩湧の森でイベントを実施し、大阪市内

からの参加者もいた。このようなイベントをモデルケースとして関係者の方々と連携し

ながら今後広めていきたい。 

Ｃ委員：伐らない林業はワードとして分かりやすいが、伐採してはならないといったイメ

ージがつかないようにすべき。 

 

３．意見交換 

Ｄ委員：林業において、木を育てたりその木材を利用したりといったことは主たるもので

あるが、昔はそれ以外に、燃料としての薪や山で農業を営む場合もあった。山林内は地

表より温度が低いので新たな森林を利用した産業を発掘することも取り組んでいただき

たい。 

Ｅ委員：森林の利活用ではキャンプ場をしたいという人もいる。森を探しているニーズに

行政がどのように応えるかも考えるべきだ。 

Ｆ委員：大阪・関西万博のヘルスケアパビリオンではおおさか河内材が使用されているの

で情報共有する。 

事務局：事務局から紹介であるが、７月２７日に大阪・関西万博で出展する機会があり、

森林と歴史の報告ですとか、或いは卵型の木工品を利用したクイズ大会を行った。３０

日には、木の紙を使ったモクとんぼを制作するワークショップを開催し、非常に好評い

ただいた。様々な機会で森林のＰＲに取り組んでまいりたい。 

Ｂ委員：地元のラジオ局が開局し、農業とともに林業に関する情報発信も担っていきたい。 

 

４．閉会 

 議事がすべて終了し、次回は令和８年２月を目途に開催予定として閉会した。 



 

 

 

令和７年度 

第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

 

令和 ７年 ８月 ８日 

 会 議 室 

 

会 議 次 第 

 

１． 開 会 

 

２． 議 事 

案件１ 令和６年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 

案件２ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランについて 

案件３ 第２期かわちながの森林プランの見直しについて 

案件４ 第３期かわちながの森林プランについて 

 

３． 意見交換 

 

４． 閉 会 
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